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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

規

則

〇
建
設
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則�

（
契　

約　

課
）　
　

一

告

示

〇
漁
業
災
害
補
償
法
に
基
づ
く
同
意
の
届
出
の
審
査
結
果
（
区
域
内
特
定
養
殖
業�

者
）�

（
水
産
林
政
総
務
課
）　
　

一

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
）�

（
建
築
宅
地
課
）　
　

二

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定�

（
契　

約　

課
）　
　

二

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定
（
二�

件
）�
（
警
察
本
部
会
計
課
）　
　

二

選
挙
管
理
委
員
会

〇
証
票
の
無
効�

三

収
用
委
員
会

〇
県
道
石
巻
鮎
川
線
給
分
浜
４
号
事
件
裁
決
手
続
開
始
の
更
正
決
定�
三

規

則

　

建
設
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
百
十
一
号

　
　
　
建
設
工
事
執
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

建
設
工
事
執
行
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
四
条
た
だ
し
書
中
「
か
し
担
保
義
務
期
間
」
を
「
契
約
不
適
合
責
任
義
務
期
間
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
等
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
建
設
工
事
執
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
適
用
前
に
改
正
前
の
建
設
工
事
執
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
三
十
四
号

　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
百
二
十
五
条
の
六
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
の
あ
っ
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖

業
者
の
共
済
契
約
の
締
結
の
申
込
み
又
は
規
約
の
設
定
に
つ
い
て
の
同
意
は
、
法
第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　
　

加
入
区
の

名　
　

称

区　
　

域

同
意
成
立
の

届
出
年
月
日

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

養
殖
業
の
種
類

区
域
内
特
定

養
殖
業
者
数

宮
城
県
第

九
十
三
加

入
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
雄
勝

町
雄
勝
湾
支
所

の
地
区
の
う
ち

伊
勢
畑
、
船
戸

神
明
及
び
唐
桑

の
区
域

令
和
二
年
十
一

月
十
三
日

石
巻
市
雄
勝
町
雄
勝
字
唐

桑
六
十
二－

十
四

近
藤　

博

石
巻
市
二
子
二
丁
目
四－

四渡
邊　

新
太
郎

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

二
人

宮
城
県
第

九
十
四
加

入
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

令
和
二
年
十
一

月
十
三
日

石
巻
市
雄
勝
町
水
浜
字
水

浜
百
四
十
七－

四

伊
藤　

文
彦

石
巻
市
雄
勝
町
分
浜
字
分

浜
百
六
十
七－

二

大
槻　

浩
樹

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

四
人

発　　　　行
宮 城 県
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で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
雄
勝

町
雄
勝
湾
支
所

の
地
区
の
う
ち

水
浜
及
び
分
浜

の
区
域

養
殖
業

宮
城
県
第

九
十
六
加

入
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
雄
勝

町
雄
勝
湾
支
所

の
地
区
の
う
ち

小
浜
及
び
浪
板

の
区
域

令
和
二
年
十
一

月
十
三
日

石
巻
市
雄
勝
町
水
浜
字
小

浜
七－

十
三

砂
金　

弘
樹

石
巻
市
雄
勝
町
水
浜
字
小

浜
七－

九

伊
藤　

利
二
郎

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

三
人

宮
城
県
第

百
加
入
区

平
成
十
九
年
宮

城
県
告
示
第
三

百
十
八
号
（
漁

業
災
害
補
償
法

に
基
づ
く
漁
業

共
済
に
係
る
加

入
区
の
設
定
）

で
告
示
さ
れ
た

宮
城
県
漁
業
協

同
組
合
の
雄
勝

町
雄
勝
湾
支
所

の
地
区
の
う
ち

袖
浜
及
び
大
浜

の
区
域

令
和
二
年
十
一

月
十
三
日

石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
大

浜
一－
四
十
六

阿
部　

仁
志

石
巻
市
雄
勝
町
大
浜
字
大

浜
一－

四
十
二

阿
部　

悦
朗

漁
業
災
害
補
償

法
施
行
令
（
昭

和
三
十
九
年
政

令
第
二
百
九
十

三
号
）
第
十
八

条
の
四
に
規
定

す
る
ほ
た
て
貝

養
殖
業

四
人

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

東
松
島
市
赤
井
字
中
二
号
百
九
十
二
番
一
、
百
九
十
二

番
二
の
一
部

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

東
松
島
市
赤
井
字
川
前
四
番
百
四
十
四
番
地
一
プ
レ

ジ
ー
ル
Ｃ－

１

�

渋
谷　

裕
樹　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川
字
中
原
八－

一
の
一
部
、
十

二－

一
の
一
部
、
十
三－

一
の
一
部
、
二
十－

一
の
一
部
、

二
十
五－

三
、
二
十
五－

四
の
一
部
、
二
十
五－

六

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

�

川
崎
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

真
空
ホ
ッ
ト
プ
レ
ス　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

出
納
局
契
約
課　

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
本
町

三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
十
一
月
十
九
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

大
亜
真
空
株
式
会
社　

千
葉
県
八
千
代
市
大
和
田
新
田
四
九

五
五　

落
札
金
額　

四
千
五
百
四
十
五
万
円
（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
を
除
く
。）

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
十
月
九
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

反
則
通
告
等
管
理
シ
ス
テ
ム
賃
貸
借　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
十
一
月
十
九
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

富
士
通
リ
ー
ス
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
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三
丁
目
二
番
二
十
三
号

五　

落
札
金
額　

一
億
三
百
二
十
九
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
十
月
九
日

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
警
察
Ｗ
Ａ
Ｎ
用
端
末
装
置
賃
貸
借
（
Ｗ
２
）　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

宮
城
県
警
察
本
部
総
務
部
会
計
課　

仙
台
市
青

葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
二
年
十
一
月
十
九
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　

二
億
五
百
万
九
千
二
百
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
二
年
十
月
九
日

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
十
一
号

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
百
十
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
交
付
し
た
左
記
の
証
票

は
、
令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
以
降
無
効
と
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
二
月
八
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委 

員 

長　
　

皆　
　

川　
　

章 

太 

郎　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

記

証
票
番
号

○候　

第
三
号
の
〇
四
三

証
票
番
号

○団　

第
三
号
の
〇
三
八

収
用
委
員
会

〇
宮
城
県
収
用
委
員
会
告
示
第
３５号

　
令
和
２
年
８
月
27日
付
け
で
当
委
員
会
が
行
っ
た
県
道
石
巻
鮎
川
線
改
築
工
事
（
給
分
浜
道
路
・
宮
城
県
石
巻
市
大

原
浜
京
地
地
内
か
ら
同
市
給
分
浜
羽
黒
下
地
内
ま
で
の
う
ち
石
巻
市
大
原
浜
一
の
峠
地
内
）
に
係
る
裁
決
手
続
開
始
決

定
に
つ
い
て
，
下
記
の
と
お
り
更
正
し
た
。

　
　
令
和
２
年
12月
８
日

�
宮
城
県
収
用
委
員
会
　
　
　

記

１
　
別
紙

　
⑴
　
番
号
28－
１
番
の
者
を
削
除
し
，
番
号
28－
２
番
の
者
の
番
号
を
28－
１
番
に
改
め
る
。

　
⑵
�　
番
号
40－
８
番
の
者
を
削
除
し
，
番
号
40－
９
番
か
ら
40－
19番
ま
で
の
者
の
番
号
を
番
号
40－
８
番
か
ら
40

－
18番
に
改
め
る
。

２
　
土
地
に
関
し
て
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
す
る
関
係
人
の
氏
名
，
住
所
及
び
そ
の
権
利
の
種
類

「
不
明
　
た
だ
し
，
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
上
の
抵
当
権
者
　
大
原
浜
北
山
施
業
森
林
組
合

牡
鹿
郡
牡
鹿
町
大
字
大
原
浜
字
町
58番
地

な
お
，
法
人
登
記
上
の
住
所
　
牡
鹿
郡
大
原
村
大
原
濱
字
町
58番
地

」

を

「
不
明
　
た
だ
し
，
登
記
記
録
上
の
抵
当
権
者
　
大
原
浜
北
山
施
業
森
林
組
合

牡
鹿
郡
牡
鹿
町
大
字
大
原
浜
字
町
58番
地

な
お
，
法
人
登
記
簿
上
の
登
記
名
義
人
　
大
原
濱
北
山
施
業
森
林
組
合

牡
鹿
郡
大
原
村
大
原
濱
字
町
58番
地

」

に
改
め
る
。

　
　
　
（
注
）
�別
紙
に
つ
い
て
は
，
当
委
員
会
事
務
局
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
縦
覧
時
間
は
，
宮
城
県
の
執

務
時
間
を
定
め
る
規
則
（
平
成
元
年
４
月
１
日
宮
城
県
規
則
第
45号
）
に
規
定
す
る
県
の
執
務
時
間
と

す
る
。


